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1. はじめに 

高等教育機関における情報基礎教育の教育法

についてこれまで様々な研究がなされてきた。

高等学校の教科「情報」の必修化後も大学入学

者の習熟度の格差は縮まらず、むしろ拡大傾向

にある。これは高等学校の情報教育と大学の情

報基礎教育の内容に連続性が無く、互いに相手

に期待する内容が乖離してきているとも考えら

れる。一昨年の高等学校に対する全国調査によ

る情報教育の内容と課題の研究[1]に続き、高等教

育機関での情報基礎教育の全国調査を行い、教

育内容と課題、高等学校の情報教育との連続性

について検証する。 

 

2. 研究の目的 

高等教育機関の情報基礎教育における習熟度

の格差に対応した教育方法として、筆者らは教

科「情報」必修化以前から学習者の内面に注目

した授業モデルを提案してきた。 

高等学校の教科「情報」の必修化後も大学入

学時の習熟度の格差は縮まらず、大学の情報基

礎教育の教育内容の工夫だけでは対応が困難で

あることから、高等学校の情報教育の実態を探

るため 2010 年に高等学校の教科情報の全国調査

を行った。その結果、高等学校の教育内容と課

題、大学の情報基礎教育に何を求めているかが

分かった。大学の情報基礎教育の一般的な内容

を考慮すると、大学生に必要な情報活用力（ア

カデミックスキル）において、内容の重複や空

白があることも分かった。 

大学の情報基礎教育は、高等学校の教科情報

必修化後は、その教育内容を意識せざるを得な

いものとなっている。しかし、個々の担当教員

の高等学校の情報教育に対する考えや情報基礎

教育の位置付けの違いから、大学の情報基礎教

育も様々な内容で実施されている。そこで、大

学の情報基礎教育の実態について全国調査をす

る必要があると考えた。 

本研究では、大学の担当教員の情報基礎教育

に対する考えと実施内容、高等学校の情報教育

に求める内容、その連続性について分析結果を

報告する。 

 

3. アンケート調査概要 

3.1. 調査項目 

アンケート調査は、初年時の情報基礎教育に

該当する科目を対象に、教育環境、教育内容、

担当教員の考えについて以下の項目を設定した。 

・ 担当科目の環境と教育方針 

・ 学生の習熟度の差と対応方法 

・ 情報基礎教育に対する考え 

・ 大学入学前に習得していて欲しい内容 

・ 高等学校との連携 

3.2. 調査方法 

調査は全国の４年制大学約 780 校を対象とし

た。調査はアンケート依頼冊子を郵送して、WEB

サイトに設置したアンケートフォームに回答し

てもらう方法で行った。アンケートの回答は、

194 校 332 名から得ることができた。 

 

4. 調査結果と考察 

“情報基礎教育の位置付け”は「情報倫理・

情報モラルを育成する科目」、「表計算ソフト

の活用能力を習得する科目」、「プレゼンテー

ションソフトの活用能力を習得する科目」、

「文書作成ソフトの活用能力を習得する科目」

が多かった。担当教員の多くが、大学生に必要

な基本能力として Word、Excel、PowerPoint の

活用力の育成と近年問題となっている情報倫

理・情報モラル教育が必要であると考えている

と言える。Word、Excel、PowerPoint はほぼ全て

の高等学校で扱っているが、大学で必要なアカ

デミックスキルに求められるレベルには達して

いないことが原因と思われる。 

これらのソフトの活用力を「情報リテラシー

基礎」と纏めると、次いで「大学の専門科目に
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つながる情報基礎科目」と「情報の主体的な読

み解き、活用する科目（メディアリテラシー）」

が半数以上と多い。 

“情報基礎教育で教えるべきこと”は「情報

倫理・情報モラル」が 8 割以上を占め、最も多

かった。次いで「情報リテラシー基礎」の 3 つ

となっている。担当教員の多くが学生の「情報

モラル」に危機感を持っており、大学でも教育

が必要であると実感していると言える。 

“大学入学前に習得していて欲しい内容”は

「情報リテラシー基礎」が 1 位、4 位、5 位に挙

がり、2 位に「情報倫理・情報モラル」、3 位に

「パソコンへの関心・興味」となっている。担

当教員の多くは、高等学校までに大学の情報基

礎教育に必要なスキルの準備をして欲しいと考

えていると言える。 

これらの結果から、大学で必要な情報リテラ

シーと情報倫理・情報モラル教育は高等学校の

情報教育の内容では不十分であり、必然的にこ

れらが大学の情報基礎教育の主要な内容となっ

ていると言える。 

情報基礎教育科目を 1 科目以上必修科目とし

て設置している割合は、全体の 3/4 を超えてお

り、多くの大学で情報基礎教育が必要であると

考えていると言える。必修科目を担当する教員

の教育方針で最も多かったのは「必要最低限の

コンピューター活用力の習得」となっており、

次いで「学部の専門科目に合わせたコンテンツ

の提供」が多い。回答を分類すると、全体の

58％が習熟度の低い学生へのサポートと回答し

ており、次いで 56％が最低限の基礎力の育成で

あると回答している。大学で学ぶ上で必要とな

る最低限のレベルまで底上げすることが重要で

あると考えている教員が多いと言える。 

前回の高等学校に対する全国調査から、大学

の情報教育への要望は“専門的な知識・技術”

が圧倒的に多く、ほとんどの教員がアカデミッ

クスキルに必要な情報教育の不足を認識してい

なかった。 

2013 年度からの高等学校の新指導要領では

「情報リテラシー基礎」にあたる部分が無くな

り、アカデミックスキルとのつながりはますま

す希薄になることが予想される。したがって、

今後の大学の情報基礎教育では、本来の情報活

用力としての情報リテラシー教育へ移行する準

備として「情報リテラシー基礎」がより重要と

なってくると考えられる。 

 

5. おわりに 

本研究では、高等教育機関の情報基礎教と高

等学校の情報教育との連携について、その連続

性を検証するため、大学の情報基礎教育の実態

についての全国アンケート調査を行い、比較分

析を行った。 

担当教員の情報基礎教育の位置付けや考えか

ら、ほぼ全ての高等学校で学習している Word、

Excel、PowerPoint をアカデミックスキルで必要

となる最低限のレベルまで再教育する必要があ

ると考えており、高等学校でその準備をして欲

しいと考えている。しかし、高等学校ではその

準備となる具体的な教育は行われておらず、新

指導要領ではアカデミックスキルにつながる内

容が大きく減少している。 

大学全入時代の現在、高等教育機関の情報基

礎教育と高等学校の情報教育が連続した効果的

な教育を行うことが求められる。そのためには、

大学の情報基礎教育の内容を発信し、高等学校

と情報交換することで、情報教育の連携を行う

必要があると考える。 
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特になし
その他

回答数

大学入学前教育として、高校までの情報教育でどのような

技能を習得しておいて欲しいと考えますか。（複数回答可）

図 1 大学入学前に習得していて欲しい内容 
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04.情報の主体的な読み解き、活用する科目（メディア…

09.情報化社会を生きるうえで必要な能力を育成する科目

08.パソコンによる問題解決能力を育成する科目

12.実務につながる情報教育科目

13.パソコンによるコミュニケーション能力を育成する科目

06.パソコンへの関心・興味を育成する科目

07.コンピューターの構造と働きを教える科目
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回答数

大学での情報基礎教育をどのような科目として位置付けていま

すか。（複数回答可）

図 2 情報基礎教育の位置付け 
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